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安全上のご注意には、お使いになる方や他の方への危害と財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。
以下の注意事項をよくお読みの上、正しくお使いください。

注意事項は危険や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った扱いをすると生じることが想定される内容を次の定義のように「警告」 
「注意」の二つに区分しています。

      警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

      注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定される内容です。

警告 注意
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■	 必ず AC100V(50Hz/60Hz) の電源で使用してください。異なる電源で
使用すると火災や感電の原因となります。

■	 必ず専用の電源コードを使用してください。これ以外の物を使用すると火災
の原因となります。また、電源コードは他の機器には使用しないでください。

■	 電源コードの上に重い物を乗せたり、熱器具に近づけたり、無理に引っ張
ったりしないでください。コードが破損して火災や感電の原因となります。
電源コードが傷んだら、ただちに使用を中止して販売店に交換をご依頼く
ださい。

■	 確実にアース接続をしてください。また、アース線の着脱は電源コードをコ
ンセントから抜いてから行ってください。感電の原因となります。

■	 水に入れたり、濡らさないでください。また、水が入った容器や金属片な
どを、機器の上に置かないでください。火災や感電の原因となります。

■	 煙が出る、異臭がする、水や異物が入った、破損した等の異常が起きた時は、
ただちに電源コードをコンセントから抜き、修理を依頼してください。異常
状態のまま使用すると、火災や感電の原因となります。

■	 分解や改造は行わないでください。お客様が保守できる部品は内部にはあ
りません。分解や改造は保証期間内でも保証の対象外となるばかりでなく、
火災や感電の原因となります。

■	 長時間使用しない時や落雷の恐れがある時は、電源コードをコンセントか
ら抜いてください。火災や感電の原因となります。また、雷が鳴り出したら
金属部分や電源プラグには触れないでください。

■	 金具取付ポイントを使用して壁や天井等に設置する場合は、十分な落下防
止策を施し、定期的に保守点検を行ってください。落下によるけがや故障の
原因となります。設置場所／器具の強度不足や設置方法の不備、経年劣化
などが原因で発生した事故に関しては、弊社は一切の責任を負いかねます。

■	 斜面や不安定な場所に設置しないでください。転倒 / 落下によるけがや故
障の原因となります。また、滑りやすい面に置くと音の出力エネルギーによっ
てスピーカーが動いてしまう恐れがあります。ゴム足を底面に取り付けるな
どの滑り止め対策を施してください。

■	 以下のような場所に設置しないでください。火災や故障の原因となります。

・直射日光のあたる場所
・温度の特に高い場所、または低い場所
・湿気の多い場所
・ほこりの多い場所
・振動の多い場所
・塩害や腐食性ガスが発生する場所

■	通気性の良い場所に設置し、通気口は絶対に塞がないでください。熱がこ
もって、火災や故障の原因となります。

■	 機器の移動は、電源コードや他の機器との接続ケーブルを全て外した上で
行ってください。接続したまま移動すると、けがや故障、ケーブル破損の原
因となります。

■	 配線は、全ての機器をコンセントから抜き、取扱説明書に従って正しく行っ
てください。接続したまま配線すると、感電する恐れがあります。また、誤
配線によるショート等は火災の原因となります。

■	 濡れた手で、電源コードや他の機器との接続ケーブルの抜き差しをしない
でください。感電の原因となります。

■	 電源を入れたり切ったりする前に、各機器の音量を最小にしてください。突
然大きな音が出て聴覚障害や機器の破損の原因となります。また、機器の
電源を ONにする時は、スピーカーの破損を防ぐために一番最後に本機の
電源を入れてください。電源を OFF にする時は、一番最初に電源を切って
ください。

■	 大きな音量に連続してさらされると、聴覚障害の原因となります。音量の
設定は慎重に行ってください。

■	 過大入力を加えないでください。また、長時間音が歪んだ状態で使わない
でください。スピーカーが発熱し、火災の原因となります。


